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【結果】PCI後3ヶ月未満の Early Stage群（E群）（n＝8）と6ヶ月以上経過した Late S age 群（L群）（n
＝7）とを比較した。SMC の脱分化と増殖がみられるE群の新生内膜では、SMCにECE，ET－1，ETA，ETBの高度
な発現が認められた。しかし、L 群の新生内膜ではこれらの発現は減弱し、L 群の ECE，T－1，ETAおよび ETB 
の各陽性細胞率はE群のそれらに比較して有意（p<0.005）に減少していた。またアテレクトミー標本でも、ECE，























 以上より、ヒト冠動脈のPCI施行部位では、PCI後初期に、ECE，ET－1，ETA，ETBの新生内膜 SMC における
発現が増強していることが明らかにされた。エンドセリン系の発現の増強は、PCI 後の SMC の増殖／遊走と血
管収縮に関与していることが示唆される。本研究は、ヒトPCI後の新生内膜増殖過程における ECE、T－1、ETA，
ETBの発現動態についてはじめて明らかにした研究である。よって著者は、博士（医学）の学位を授与されるに
値するものと判定された。 
 
